
科目名 開講時期 開講学年 必修/選択 単位 時間 

地域・在宅看護実習 前後期 3年次 必修 ２単位 90ｈ 

担当教員名 メールアドレス オフィスアワー 

◎川野英子 eiko.kawano@tohto.ac.jp  

授業の概要 

訪問看護ステーションや地域支援施設での実習を通して、地域における様々な場で療養をする対象者や家族
のニーズを明らかにし、健康レベルに応じてその人らしい生活が送れるような看護支援の実際を学ぶ。また、
地域・在宅看護の特徴を考え、対象者やその家族や環境に合わせた具体的な看護方法を実践し修得する。さら
に地域から病院、病院から地域への継続看護の実際のなかから、関連職種との連携や協働方法を学び、地域に
おける看護の機能と看護職の役割を理解する。さらに活動の拠点となる訪問看護ステーションの組織や運営に
ついても管理者や訪問看護師の活動を通してその実際を学ぶ。 

この科目は看護師の実務経験のある教員による授業科目です。 

キーワード 到達目標 

在宅看護  在宅医療  継続看護 

在宅療養者 家族 連携  

訪問看護ステーションの運営 

１．在宅療養者･家族の生活環境を考察できる。 

２．生活の場で実施されている看護援助の意図を説明できる。 

３．訪問看護ステーションにおける組織と運営について分かる。 

４．在宅療養者･家族の生活を支える社会資源とその連携について現
状と課題を説明できる。 

５．地域において看護師に求められている役割、療養を支援する施設
の機能を説明できる。 

学習内容 

１．実習場所：訪問看護ステーション 看護小規模多機能型居宅介護施設 地域包括支援センター 

       地域支援施設 

２．実習期間：9月から翌年 1月までの 3週間 

３．実習時間：原則 9時から 17時まで 

４．実習内容 

 １）学内実習（看護技術演習、標準看護計画、カンファレンス等） 

 ２）地域支援施設等での実習 

 ３）訪問看護ステーション等での実習 

 

実習の詳細は、「2024年度 地域・在宅看護実習実習要項」を参照すること 

受講要件 

 2年次後期までの学年進度とされているすべての必修科目の単位を修得していること。また、領域別看護
学実習オリエンテーション後に開始される、地域・在宅看護実習前知識テストで 80点以上取れていること。 



レポート その他 合計 

0％ 100％ 100％ 

教員からのメッセージ 

 在宅療養生活を支える社会資源は、訪問看護ステーションをはじめ様々です。地域で生活する多様な療養者
とその家族の生活環境を理解し、その人らしい生活ができるように看護ができることを学びましょう。実習に
あたり、疾患や薬理学、医療保険・介護保険・障害者総合支援法等の近接領域の復習をしておくことを希望し
ます。 

 


